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議会からの お 知 ら せ

NEWS & INFORMATION

議会の詳しい情報は、鹿沼市議会のホームページをご覧ください。

議会に関することは何でもお気軽にご意見をお寄せください。 gikai-jimu@city.kanuma.lg.jp

検 索鹿沼市議会 議会だよりは、デイジー版（音訳CD）及び点訳版も作成しています。
送付をご希望の方は、議会事務局までご連絡ください。
（電話　63－2203）

ごみ処理の現状について勉強会を開催しました

議会報告会・意見交換会を開催しました

題字の揮ごうについて定例会の日程

◆題字書写リレー!!◆
　今号は鹿沼南高等学校の並木優佳さんが揮ごうしました

9月定例会の結果

12月

6月
9月 3月今

回

の
定例会の内容

は

常任委員会の
　　調査結果を報告しました!
常任委員会の
　　調査結果を報告しました!

トピック

2024
232号

11月25日発行

　令和６年７月に「ゴミステーションの利用に関します条例の制定につい
て」の陳情書が市議会に提出され、令和６年第２回定例会本会議において
継続審査となりました。そのことを踏まえ、令和６年７月31日(水)、鹿
沼市役所において、ごみ処理の現状について理解を深めるため、勉強会を
開催しました。
　上記陳情については、令和６年第３回定例会本会議において、採決の結
果、賛成少数により不採択となりました。

　11月５日から11月22日にかけて、市内各地区にて議会報告会及び意見
交換会を、また市内各高校にて高校生との意見交換会を開催しました。
　意見交換会では、市民の皆様や高校生から貴重なご意見をたくさんいた
だくことができました。
　詳しい内容は、次号の「あなたと議会」でご紹介いたします。

　今号は、鹿沼南高等学校２年生の並木
優佳さんに揮ごうして頂きました。

タイトル：『夕焼けのコスモス』　撮影者：寄川　勝美　様　撮影場所：鹿沼市磯町

　私が一番意識したところは字の大き
さです。
　このような小さい文字を書いたこと
がなかったので苦戦しました。
　書いた感想としては、初めてこのよ
うなものに参加したので、緊張と喜び
がすごくありました。

※なお、正式な日程は議会運営委員会で決定します。詳細は議会ホームページで
ご覧いただくか、または議会事務局までお問い合わせください。（電話63－2203）

11
20 水 議会運営委員会

17 火 総務常任委員会
18 水 教育福祉常任委員会
19 木 産業建設常任委員会

12

27 水 本会議（第1日）
提出議案の説明

12 木 本会議（第3日）
議案質疑・一般質問

11 水
議会運営委員会
本会議（第2日）
議案質疑・一般質問

13 金
本会議（第4日）
議案質疑・一般質問
議案等の委員会付託

23 月
議会運営委員会
本会議（第5日）
採決

月 日 曜 内容

令和６年第４回定例会(予定）

2
12 水 議会運営委員会

11 火 総務常任委員会
12 水 教育福祉常任委員会
13 木 産業建設常任委員会

19 水 本会議（第1日）
提出議案の説明

6 木 本会議（第3日）
議案質疑・一般質問

3

5 水
議会運営委員会
本会議（第2日）
議案質疑・一般質問

7 金
本会議（第4日）
議案質疑・一般質問
議案等の委員会付託

17 月
議会運営委員会
本会議（第5日）
採決

月 日 曜 内容

令和７年第１回定例会(予定）



市
政
を

問
う

12

6

39
質問時間
60分9/11～13

第3回定例会で14人が登壇
鹿沼市政について質問をしました。

議員紹介はこちらからどうぞ。
各質問議員のQRコードからは、それぞれの
一般質問の動画をご覧いただけます。

各議員の記事の「質問」の文章は、
議員本人が作成しました。

一問一答方式

会議の記録は議会ホームページの会議録システムから検索・閲覧できます。

鹿妻　武洋　議員

一般質問の
動画はこちら

質
　
　
問
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

小
中
学
校
の
児
童
生
徒
に
貸
与
さ
れ
た
タ
ブ

レ
ッ
ト
機
器
に
つ
い
て
、
持
ち
帰
り
の
実
施
状

況
、
活
用
方
法
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
　
弁
（
教
育
長
）��
�
�
�
�
�
�
�
�

学
習
の
目
的
や
内
容
を
明
確
に
し
て
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
機
器
の
効
果
的
な
持
ち
帰
り
活

用
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
推
進
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
機
器
の
持
ち
帰
り
を

実
施
し
た
学
校
の
割
合
は
約
30
％
、
こ
れ
を
児

童
生
徒
数
の
割
合
に
換
算
す
る
と
約
16
％
で
す
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
機
器
は
、
授
業
に
お
い
て
、
児
童

生
徒
同
士
が
互
い
に
考
え
を
共
有
し
た
り
、
教

員
が
児
童
生
徒
の
考
え
を
把
握
し
た
り
す
る
こ

と
で
協
働
的
な
学
び
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
児
童
生
徒
が
自
ら
の
課
題
解
決
へ
向
け
、

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
や
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
を

利
用
し
な
が
ら
学
習
を
進
め
て
い
ま
す
。
他
に

も
、
資
料
の
作
成
や
調
べ
学
習
、
校
外
活
動
に

お
い
て
写
真
や
メ
モ
を
と
る
な
ど
の
活
動
記
録

な
ど
に
活
用
し
て
い
ま
す
。
家
庭
で
の
利
用
は
、

目
的
外
の
活
用
や
破
損
、
紛
失
な
ど
と
い
っ
た

課
題
は
依
然
と
し
て
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
教

育
委
員
会
と
し
て
は
、
家
庭
学
習
の
質
の
充
実

の
た
め
に
、
学
習
の
目
的
や
内
容
を
明
確
に
し

て
タ
ブ
レ
ッ
ト
機
器
の
効
果
的
な
持
ち
帰
り
活

用
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
推
進
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

小
中
学
校
で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
機
器
の
活
用
に
つ
い
て
伺
う

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
鹿
沼
市
自
治
基
本
条
例
と
市
民
と
の
対
話
に
つ
い
て

（2）2024　232号



小島　実　議員横尾　武男　議員

一般質問の
動画はこちら

質
　
　
問
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

城
山
公
園
の
西
側
に
隣
接
す
る
防
空
監
視
哨

跡
地
一
帯
を
公
園
に
指
定
す
る
こ
と
、
お
よ
び

監
視
哨
の
保
全
、
復
元
事
業
へ
の
支
援
に
つ
い

て
伺
う
。
ま
た
、
管
理
業
務
の
受
託
要
望
が
あ

る
様
だ
が
、
防
空
監
視
哨
周
辺
の
管
理
業
務
を

追
加
す
べ
き
と
の
考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
　
弁
（
経
済
部
長
）��
�
�
�
�
�
�
�

地
元
の
団
体
や
市
民
の
皆
さ
ん
な
ど
の
協

力
を
い
た
だ
き
管
理
を
行
う
こ
と
で
、
よ

り
多
く
の
方
か
ら
愛
着
を
持
た
れ
る
公
園

に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

城
山
公
園
は
、市
民
に
憩
い
の
場
を
提
供
し
、交

流
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
目
的
に
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。広
大
な
敷
地
を
有
し
、設
置
目
的
も
充
分

果
た
し
、区
域
を
拡
大
す
る
必
要
は
無
い
と
考
え

て
お
り
、新
た
に
管
理
業
務
が
発
生
す
る
こ
と
も

無
い
と
考
え
て
い
ま
す
。口
粟
野
防
空
監
視
哨
は
、

「
栃
木
県
の
防
空
関
連
施
設
群
」の
一
つ
と
し
て

土
木
学
会
選せ

ん
し
ょ
う奨
土
木
遺
産
に
認
定
さ
れ
、市
と

し
て
も
、大
変
貴
重
な
戦
争
遺
跡
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。監
視
哨
本
体
は
老
朽
化
が
著
し
く
、

将
来
的
に
は
戦
争
遺
跡
と
し
て
の
価
値
を
毀
損

し
な
い
よ
う
な
修
復
が
必
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
が
、市
指
定
文
化
財
に
な
って
お
ら
ず
、直
接

的
な
支
援
は
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。現
在
、公

園
の
管
理
業
務
は
粟
野
商
工
会
に
委
託
し
て
い
ま

す
が
、「
あ
わ
の
城
山
つつ
じ
ま
つ
り
」開
催
前
に
は
、

粟
野
地
区
の
自
治
会
や
、ふ
る
さ
と
あ
わ
の
づ
く

り
協
議
会
を
中
心
に
、共
助
に
よ
る
環
境
整
備
が

図
ら
れ
、今
後
も
粟
野
商
工
会
を
中
心
に
、地
元

の
団
体
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ
き
管

理
を
行
う
こ
と
で
、よ
り
多
く
の
方
か
ら
愛
着
を

持
た
れ
る
公
園
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
　
　
問
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

林
地
残
材
に
よ
る
被
害
軽
減
を
図
る
た
め
、

山
林
整
備
を
行
う
団
体
を
地
区
ご
と
に
組
織
す

る
こ
と
が
有
効
と
思
う
が
考
え
を
示
せ
。
ま
た
、

大
雨
に
よ
る
林
地
残
材
の
流
出
の
被
害
を
防
ぐ

た
め
の
残
材
の
処
理
方
法
、
手
段
の
考
え
を
示
せ
。

答
　
　
弁
（
経
済
部
長
）��
�
�
�
�
�
�
�

引
き
続
き
、
災
害
の
防
止
は
も
と
よ
り
資

源
の
有
効
活
用
の
観
点
か
ら
、
残
材
の
搬

出
を
促
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

林
地
残
材
は
、
大
雨
の
際
に
流
れ
出
し
て
災

害
の
原
因
に
な
る
場
合
が
あ
り
、
各
地
区
に
山

林
整
備
を
行
う
団
体
が
組
織
さ
れ
る
こ
と
は
、被

害
防
止
や
山
林
の
適
切
な
管
理
の
観
点
か
ら
も

有
効
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。こ
の
よ
う
な
団
体
に
、

国
や
県
の
補
助
の
活
用
や
、
市
に
よ
る
資
材
購

入
・
資
格
取
得
の
支
援
が
考
え
ら
れ
、
地
域
と

連
携
し
、
有
効
な
対
策
に
つ
い
て
研
究
し
て
い

き
ま
す
。
本
市
で
は
、
森
林
組
合
や
林
業
事
業

者
に
、
作
業
道
の
開
設
や
林
道
修
繕
等
の
た
め

の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
林
地
残
材

を
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
と
し
て
有
効
活
用
を
促
す

た
め
、
今
年
度
か
ら
「
チ
ッ
プ
材
等
利
活
用
支

援
事
業
補
助
金
」
を
創
設
し
、
林
地
残
材
の
運

搬
費
用
を
一
部
補
助
し
て
い
ま
す
。
更
に
、
粟

野
商
工
会
で
は「
木こ

遣づ
か
い
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」と
称
し

て
、
指
定
の
搬
入
場
所
に
持
ち
込
ま
れ
た
林
地

残
材
等
を
、ト
ン
当
た
り
４
，０
０
０
円
分
の
粟
野

商
品
券
に
て
買
い
取
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
災
害
の
防
止
は
も
と
よ
り
資
源
の

有
効
活
用
の
観
点
か
ら
、
各
種
制
度
の
周
知
を

図
り
な
が
ら
、残
材
の
搬
出
を
促
し
て
い
き
ま
す
。

一般質問の
動画はこちら

城
山
公
園
の
整
備
、
保
全
に
つ
い
て
伺
う

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
前
日
光
県
立
自
然
公
園
に
つ
い
て

○
友
好
都
市
交
流
事
業
に
つ
い
て

○
防
災
対
策
に
つ
い
て

○
合
併
20
周
年
に
つ
い
て

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
２
０
２
５
鹿
沼
市・粟
野
町
合
併
20
周
年
に
つ
い
て

○
防
災
無
線
に
つ
い
て

○
観
光
道
路
と
森
林
整
備
に
つ
い
て

大
雨
被
害
に
つ
い
て
伺
う

（3） 2024　232号



早川　勝弘　議員阿部　秀実　議員

一般質問の
動画はこちら

質
　
　
問
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

水
道
は
市
民
生
活
に
不
可
欠
な
イ
ン
フ
ラ
で

あ
り
、
供
給
を
支
え
る
水
道
管
の
健
全
性
は
公

衆
衛
生
や
日
常
生
活
に
関
わ
る
重
要
な
課
題
。

頻
発
す
る
地
震
災
害
を
鑑
み
る
と
管
路
の
耐
震

化
に
つ
い
て
一
層
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

本
市
の
取
り
組
み
は
。

答
　
　
弁
（
上
下
水
道
部
長
）��
�
�
�
�
�

計
画
的
に
耐
震
化
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
最
優
先
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

法
定
耐
用
年
数
40
年
を
経
過
す
る
割
合
を
示

す
管
路
経
年
化
率
は
、
令
和
５
年
度
末
で
12
・

91
％
で
あ
り
、
今
後
、
老
朽
管
が
増
加
す
る

こ
と
か
ら
、
管
路
の
更
新
、
耐
震
化
が
非
常
に

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
災

害
時
に
給
水
が
特
に
必
要
な
医
療
機
関
、
避
難

所
等
の
重
要
給
水
施
設
に
供
給
す
る
幹
線
管
路

の
更
新
、
耐
震
化
を
進
め
て
お
り
、
平
成
30
年

度
に
第
３
浄
水
系
の
基
幹
管
路
、
令
和
４
年
度

か
ら
は
第
２
浄
水
系
お
よ
び
永
野
浄
水
系
の
基

幹
管
路
の
更
新
に
着
手
し
、
重
要
給
水
管
路
で

約
１
千
370
メ
ー
ト
ル
、
そ
の
他
管
路
で
、
毎
年

４
千
メ
ー
ト
ル
以
上
の
更
新
を
行
い
、
耐
震
化

に
努
め
て
い
ま
す
。
来
年
度
以
降
も
、
重
要
給

水
配
水
管
を
メ
イ
ン
に
、
国
庫
補
助
等
を
活
用

し
、
計
画
的
に
耐
震
化
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

最
優
先
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
安
全
安
心
な
水
道
水

を
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
、
収
支
の
バ
ラ
ン

ス
を
保
ち
つ
つ
、
財
源
の
確
保
に
努
め
、
水
道

事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

質
　
　
問
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

介
護
保
険
法
改
正
に
よ
り
、
平
成
27
年
か
ら

市
町
村
の
事
業
と
な
っ
た
「
在
宅
医
療
・
介
護

連
携
推
進
事
業
」
に
つ
い
て
、
鹿
沼
市
が
目
指

す
「
在
宅
医
療
体
制
の
あ
る
べ
き
姿
」
に
つ
い

て
伺
う
。
ま
た
、
現
在
の
取
り
組
み
状
況
及
び

進
捗
チ
ェ
ッ
ク
の
手
法
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
　
弁
（
市
長
）��
�
�
�
�
�
�
�
�
�

関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、
在
宅

医
療
体
制
の
更
な
る
充
実
に
向
け
、
事
業

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

介
護
予
防
ニ
ー
ズ
調
査
で
、
半
数
以
上
の
方

が
「
自
宅
で
療
養
し
最
期
を
迎
え
た
い
」、「
自

宅
で
療
養
し
最
期
は
病
院
で
迎
え
た
い
」
と
希

望
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
施
策
の
基
本

計
画
「
い
き
い
き
か
ぬ
ま
長
寿
計
画
」
に
お
い

て
、「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
安
心

し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
」
を

目
指
し
、
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
を
基
本
方
針

と
し
ま
し
た
。
本
市
で
は
、
在
宅
療
養
の
拡
充

に
向
け
、
関
係
機
関
と
の
連
携
会
議
や
意
見
交

換
を
行
う
た
め
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置

し
、
ま
た
周
知
啓
発
を
図
る
た
め
、
医
師
会
な

ど
の
協
力
を
仰
ぎ
、
在
宅
医
療
講
演
会
等
も
開

催
し
て
い
ま
す
。
進
捗
チ
ェ
ッ
ク
の
手
法
に
つ

い
て
は
、
県
が
提
供
す
る
指
標
デ
ー
タ
を
基
に
、

在
宅
に
関
係
す
る
事
業
所
数
や
利
用
者
数
等
を

確
認
し
、
在
宅
医
療
体
制
の
充
実
度
を
評
価
し

て
い
ま
す
。「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続

け
た
い
」
と
い
う
お
声
に
、
ど
の
様
に
応
え
て

い
け
る
か
、
難
し
い
課
題
で
す
が
、
重
要
な
施

策
と
認
識
し
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、

在
宅
医
療
体
制
の
更
な
る
充
実
に
向
け
、
事
業

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

一般質問の
動画はこちら

水
道
事
業
に
つ
い
て
伺
う

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
議
案
第
72
号
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

○
市
長
の
公
約
に
つ
い
て

○
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て

○
思
川
開
発
事
業
及
び
水
道
行
政
に
つ
い
て

○
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
適
正
な
運
用
に
つ
い
て

在
宅
医
療
体
制
の
充
実
に
つ
い
て
伺
う

（4）2024　232号



鈴木　毅　議員

一般質問の
動画はこちら

大島　久幸　議員

一般質問の
動画はこちら

質
　
　
問
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

鹿
沼
市
と
し
て
通
学
路
の
安
全
対
策
を
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
。
特
に
中
央
小
学
区
の

西
鹿
沼
東
武
線
ガ
ー
ド
付
近
や
上
都
賀
庁
舎
前

か
ら
西
側
、
市
道
０
０
０
２
号
線
花
岡
地
内
、

富
士
見
通
等
の
具
体
的
安
全
対
策
、
ま
た
交
通

指
導
員
の
定
年
延
長
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
　
弁
（
教
育
次
長
・
市
民
部
長
）��
�
�

鹿
沼
市
通
学
路
交
通
安
全
対
策
連
絡
会

議
に
お
い
て
、
危
険
箇
所
の
実
態
把
握
等

を
行
い
、
解
消
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
市
の
関
係
部
局
と
、
鹿
沼
警
察
署
、

鹿
沼
土
木
事
務
所
で
組
織
す
る
、
鹿
沼
市
通
学

路
交
通
安
全
対
策
連
絡
会
議
に
お
い
て
、
通
学

路
の
危
険
箇
所
の
情
報
共
有
や
実
態
把
握
等
を

行
い
、
危
険
箇
所
の
解
消
に
努
め
て
い
ま
す
。
毎

年
、
各
小
中
学
校
が
通
学
路
の
安
全
点
検
を
行

い
、
新
た
な
危
険
箇
所
の
把
握
に
努
め
、
改
善

を
要
す
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
に
よ
る

合
同
点
検
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
３

月
時
点
で
は
、
要
望
の
あ
っ
た
245
箇
所
に
対
し
、

128
箇
所
の
改
善
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、

こ
れ
ま
で
の
要
望
箇
所
に
加
え
、
31
件
の
新
規

要
望
に
つい
て
情
報
共
有
を
行
い
、
関
係
機
関
が

対
応
策
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
質
問
の
市
道
路

線
は
、
市
に
対
し
て
危
険
箇
所
改
善
の
要
望
書

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
す
で
に
、
鹿
沼
警
察
署

と
情
報
を
共
有
し
、
現
地
確
認
等
を
実
施
し
て

お
り
、
改
め
て
９
月
中
に
連
絡
会
議
を
開
催
し
、

対
応
策
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
本
市
の
交
通

指
導
員
の
定
年
は
、
原
則
75
歳
と
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
現
在
、交
通
指
導
員
会
に
お
い
て
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
な
ど
も

踏
ま
え
、
今
後
の
対
応
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

質
　
　
問
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

市
長
選
挙
時
の
公
約
に
つ
い
て
、
都
市
計
画

区
域
、
用
途
地
域
な
ど
土
地
利
用
の
規
制
緩
和

と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
内
容
を
お

示
し
く
だ
さ
い
。

答
　
　
弁
（
市
長
）��
�
�
�
�
�
�
�
�
�

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
や
立
地
適
正

化
計
画
の
改
定
時
期
に
併
せ
て
用
途
地
域

の
見
直
し
を
検
討
し
、
持
続
可
能
な
鹿

沼
市
を
実
現
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

現
在
の
市
街
化
区
域
内
に
お
い
て
、
指
定
用

途
と
異
な
っ
た
土
地
利
用
が
進
ん
で
い
る
箇
所

に
つ
い
て
見
直
し
を
考
え
て
い
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
工
業
地
域
及
び
準
工
業
地
域
に
指
定
し

て
い
る
地
域
で
、
住
居
系
の
土
地
利
用
が
進
ん

で
い
る
箇
所
で
は
、
良
好
な
居
住
環
境
の
維
持
、

形
成
を
図
る
た
め
、
居
住
系
用
途
地
域
へ
の
見

直
し
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、道
路
等

の
都
市
基
盤
の
整
備
が
進
ん
で
い
る
地
域
に
お

い
て
は
、
人
口
分
布
や
土
地
利
用
需
要
の
変
化

を
分
析
し
、
今
後
を
予
測
し
た
う
え
で
、
用
途

地
域
の
見
直
し
を
検
討
し
ま
す
。
現
段
階
で
は
、

現
在
整
備
を
進
め
て
い
る
古
峯
原
宮
通
り
周
辺

や
Ｊ
Ｒ
鹿
沼
駅
東
側
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
、
関
係
機
関
や
権
利
者
等
の
意
見
を
伺

い
な
が
ら
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
や
立
地

適
正
化
計
画
の
改
定
時
期
に
併
せ
て
検
討
し
、

よ
り
最
適
な
土
地
利
用
を
促
し
、
持
続
可
能
な

鹿
沼
市
を
実
現
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

安
全
安
心
な
子
育
て
に
つ
い
て
伺
う

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
公
衆
ト
イ
レ
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

○
市
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
考
え
に
つ
い
て

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
一
般
質
問
の
市
長
の
答
弁
と
個
人
情
報
漏
洩
対

策
に
つ
い
て

○
人
口
減
少
抑
制
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

○
国
土
調
査
法
に
つ
い
て

市
長
の
公
約
に
つ
い
て
伺
う

（5） 2024　232号



橋本　修　議員

一般質問の
動画はこちら

橋本　勝浩　議員

一般質問の
動画はこちら

質
　
　
問
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

行
政
の
継
続
性
は
大
切
な
こ
と
で
す
が
、
一

方
で
必
要
な
時
に
は
積
極
的
に
方
針
を
改
め
る

の
も
、
そ
の
舵
取
り
役
を
担
う
行
政
の
大
切
な

役
割
だ
と
考
え
ま
す
。
市
長
選
挙
を
経
た
今
、

見
直
し
を
期
待
す
る
市
民
も
多
い
と
思
い
ま
す

が
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答
　
　
弁
（
市
長
）��
�
�
�
�
�
�
�
�
�

次
期
計
画
に
つ
い
て
、
令
和
８
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
い
と
い
う
方
向
で
検
討

に
入
り
ま
し
た
。

　

現
在
の
総
合
計
画
に
つ
い
て
は
、
令
和
８
年

度
ま
で
の
計
画
に
な
っ
て
い
ま
す
。
公
約
等
を

総
合
計
画
に
早
期
に
位
置
付
け
、
推
進
し
て
い

く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
次

期
計
画
の
策
定
作
業
に
つ
い
て
は
、
１
年
間
前

倒
し
て
、
令
和
７
年
度
中
に
既
存
の
総
合
計
画

の
見
直
し
を
行
い
、
で
き
れ
ば
、
令
和
８
年
度

か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
い
と
い
う
方
向
で
検
討

に
入
り
ま
し
た
。
現
在
、
栃
木
県
が
総
合
計
画

の
見
直
し
作
業
に
入
り
ま
し
た
。
栃
木
県
の
総

合
計
画
に
お
い
て
も
、
次
期
計
画
が
令
和
８
年

度
か
ら
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

間
、
栃
木
県
の
計
画
と
鹿
沼
市
の
計
画
に
１
年

間
の
ず
れ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
次
期
計
画
の
見

直
し
作
業
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
１
年
間
前

倒
し
を
す
る
こ
と
か
ら
、
栃
木
県
及
び
鹿
沼
市

の
計
画
の
整
合
性
も
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

質
　
　
問
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

小
中
学
校
の
体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ

い
て
今
後
の
計
画
を
伺
い
ま
す
。

答
　
　
弁
（
教
育
次
長
）��
�
�
�
�
�
�
�

新
年
度
予
算
編
成
に
向
け
て
、
早
急
に
検

討
結
果
を
と
り
ま
と
め
、
整
備
方
針
を

決
定
す
る
予
定
で
す
。

　

今
後
の
計
画
に
つ
い
て
、
現
在
は
、
主
に
熱

中
症
対
策
の
た
め
、
来
年
度
の
設
置
に
向
け
て
、

県
内
他
市
の
設
置
状
況
や
事
例
等
を
参
考
に
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
空
調
方

式
に
つ
い
て
一
般
的
に
普
及
し
て
い
る
電
気
式

と
す
る
か
、
停
電
時
に
も
稼
働
可
能
な
ガ
ス
式

と
す
る
か
、
整
備
方
式
に
つ
い
て
は
、
費
用
負

担
が
平
準
化
で
き
る
リ
ー
ス
方
式
と
す
る
か
、

国
庫
補
助
の
導
入
が
見
込
め
る
工
事
方
式
と
す

る
か
な
ど
に
つ
い
て
、
検
討
を
重
ね
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
さ
ら
に
、
各
学
校
の
児
童
生
徒
数

は
も
と
よ
り
、
小
中
学
校
再
編
計
画
の
状
況
や
、

部
活
動
及
び
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
活
動
に
つ
い

て
比
較
検
討
を
行
う
ほ
か
、
過
去
の
避
難
所
と

し
て
の
開
設
状
況
や
、
社
会
体
育
施
設
の
利
用

状
況
な
ど
を
含
め
、
総
合
的
に
判
断
し
、
優
先

順
位
付
け
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

新
年
度
予
算
編
成
に
向
け
て
、
早
急
に
検
討

結
果
を
と
り
ま
と
め
、
整
備
方
針
を
決
定
す
る

予
定
で
す
。

鹿
沼
市
総
合
計
画
に
つ
い
て
伺
う

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
鹿
沼
市
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
に
つ
い
て

○
高
齢
者
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て

○
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
市
職
員
へ
の
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
対
策
に
つ
い
て

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
花
木
セ
ン
タ
ー
道
の
駅
化
に
つ
い
て

○
本
市
南
部
地
域
に
お
け
る
道
路
整
備
に
つ
い
て

○
鹿
沼
市
土
採
取
事
業
規
制
条
例
に
つ
い
て

小
中
学
校
の
体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て
伺
う

（6）2024　232号



藤田　義昭　議員

一般質問の
動画はこちら

駒場　久和　議員

一般質問の
動画はこちら

質
　
　
問
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
は
指
定
避
難
所
で
は
な
い
が
、
土
砂

災
害
等
へ
の
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
、
市
長
の
見
解
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

答
　
　
弁
（
市
長
）��
�
�
�
�
�
�
�
�
�

具
体
的
な
対
策
に
つ
い
て
は
、県
の
砂
防・

治
山
事
業
が
実
践
さ
れ
る
よ
う
、
ま
ず

は
、
県
と
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

　

指
定
避
難
所
は
、
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ

き
、
想
定
さ
れ
る
災
害
の
影
響
が
比
較
的
少
な

い
場
所
を
指
定
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
指
定

避
難
所
に
な
っ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
発

生
が
予
期
さ
れ
る
自
然
災
害
の
種
別
に
よ
っ
て

は
、
災
害
の
影
響
を
避
け
る
た
め
に
開
設
し
な

い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

土
砂
災
害
の
発
生
が
予
期
さ
れ
る
場
合
に
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
14
か
所
の
う
ち
、
土

砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
に
あ
る
加
蘇
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
あ
る

粕
尾
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
及
び
永
野
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
除
い
た
11
か
所
を
指

定
避
難
所
と
し
て
開
設
し
ま
す
。
土
砂
災
害
警

戒
区
域
に
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
周
辺

の
土
砂
災
害
に
備
え
た
安
全
確
保
は
重
要
と
考

え
て
お
り
、
具
体
的
な
対
策
に
つ
い
て
は
、
県

の
砂
防
・
治
山
事
業
が
実
践
さ
れ
る
よ
う
、
ま

ず
は
、
県
と
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

質
　
　
問
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

人
口
減
少
対
策
は
国
を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
と
て
も
大
事
な
こ
と
で
す
が
、
全
国
的
に
な

か
な
か
成
果
は
上
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。
様
々
な

価
値
観
の
あ
る
社
会
に
お
い
て
結
婚
や
子
育
て

等
の
考
え
方
も
変
化
し
て
い
ま
す
。
市
と
し
て

の
政
策
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
　
　
弁
（
市
長
）��
�
�
�
�
�
�
�
�
�

出
会
い
か
ら
結
婚
、
妊
娠
、
出
産
、
子

育
て
に
至
る
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
は
、日
本
全
体
が
抱
え
る
大
き
な

課
題
で
あ
り
、少
し
で
も
抑
制
す
る
た
め
に
少
子

化
対
策
、移
住・定
住
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。ま
ず
、少
子
化
対
策
と
し
て

「
い
ち
ごっ
こ
出
産・子
育
て
応
援
給
付
金
」の
倍
増

を
公
約
と
し
ま
し
た
。結
婚
に
関
す
る
事
業
は
、現

在
、県
が
意
欲
的
に
進
め
て
お
り
、結
婚
に
続
く
ラ

イ
フ
イ
ベン
ト
の
妊
娠・出
産
を
支
援
す
る
施
策
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。国
、県
の
施
策
と
連
動
さ
せ

る
と
と
も
に
、保
育
行
政
、小
中
学
校
教
育
の
充
実

に
力
を
注
ぎ
、出
会
い
か
ら
結
婚
、妊
娠
、出
産
、子

育
て
に
至
る
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
って
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。移
住・定
住
対
策
で
は
、転
出

抑
制
、転
入
促
進
を
図
る
た
め
、佐
藤
前
市
長
か
ら

引
き
継
い
だ「
新
卒
者
就
職
祝
金
」の
具
体
策
を

就
任
早
々
に
決
定
し
、実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

更
に
、新
規
就
農
者
支
援
を
継
続
し
、林
業
や
商
工

業
を
含
め
、レ
ベル
の
高
い
鹿
沼
の
産
業「
メ
イ
ド
イ

ン
か
ぬ
ま
」を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
も
重
要
と
考
え

て
い
ま
す
。更
に
、外
国
人
の
方
に
も
移
住
先
と
し

て
選
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、「
外
国
人
が
暮
ら
し

や
す
い
」、「
外
国
人
住
民
に
や
さ
し
い
」ま
ち
づ
く

り
に
も
挑
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

災
害
対
策
に
つ
い
て
伺
う

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
デ
ジ
タ
ル
自
治
体
か
ぬ
ま
の
実
現
に
つ
い
て

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
ス
ポ
ッ
ト
に
つ
い
て

人
口
減
少
と
少
子
化
に
つ
い
て
伺
う

（7） 2024　232号



仲田　知史　議員

一般質問の
動画はこちら

佐藤　誠　議員

一般質問の
動画はこちら

質
　
　
問
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

宇
都
宮
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
の
本
市

の
特
性
を
考
慮
し
、
か
つ
て
計
画
さ
れ
て
い
た

Ｊ
Ｒ
日
光
線
新
駅
の
情
報
公
開
と
、
今
後
の
新

駅
設
置
と
宇
都
宮
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
鹿
沼
へ
の
延
伸

の
可
能
性
を
伺
う
。
ま
た
狭
小
な
踏
切
と
沿
線

の
フ
ェ
ン
ス
の
改
修
の
必
要
性
を
伺
う
。

答
　
　
弁
（
市
長
）��
�
�
�
�
�
�
�
�
�

Ｌ
Ｒ
Ｔ
に
つ
い
て
は
、
宇
都
宮
市
な
ど

の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
情
報
収
集

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
元
年
頃
か
ら
鶴
田
・
鹿
沼
間
へ
の
新
駅

設
置
構
想
に
つ
い
て
、
本
格
的
に
Ｊ
Ｒ
と
の
協

議
が
開
始
、
平
成
16
年
に
は
鹿
沼
市
か
ら
Ｊ
Ｒ

に
新
駅
設
置
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
平
成

20
年
、
新
駅
整
備
中
止
を
公
約
と
し
た
佐
藤
前

市
長
が
Ｊ
Ｒ
に
事
業
中
止
を
申
し
入
れ
、
要
望

書
を
取
り
下
げ
ま
し
た
。
現
在
、
Ｊ
Ｒ
鹿
沼
駅

東
側
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、
新
駅
を
整
備
す

る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

Ｌ
Ｒ
Ｔ
に
つ
い
て
、
本
市
は
、「
芳
賀
・
宇

都
宮
基
幹
公
共
交
通
検
討
委
員
会
」
に
、
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
て
お
り
、
今
後
も
宇

都
宮
市
な
ど
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
情
報

収
集
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

狭
小
な
踏
切
に
つ
い
て
は
、
鉄
道
事
業
者
、

道
路
管
理
者
、
警
察
な
ど
関
係
機
関
が
連
携
し
、

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
安
全
対
策
を
講
じ

る
必
要
が
あ
り
、
ま
た
沿
線
フ
ェ
ン
ス
に
つ
い

て
は
、
市
と
し
て
、
周
辺
住
民
へ
の
意
識
啓
発

に
努
め
る
ほ
か
、
特
に
危
険
で
あ
り
、
改
修
が

必
要
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
、
鉄
道
事
業
者
へ

要
望
し
、
市
民
の
安
全
確
保
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

質
　
　
問
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

市
内
で
耕
作
放
棄
地
と
さ
れ
る
農
地
面
積
と
、

今
後
の
耕
作
放
棄
地
対
策
に
つ
い
て
の
検
討
状

況
を
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
各
土
地
改
良
区

へ
の
過
去
５
年
の
支
援
の
状
況
を
伺
い
ま
す
。

答
　
　
弁
（
経
済
部
長
）��
�
�
�
�
�
�
�

地
域
計
画
の
策
定
に
よ
り
、
農
地
バ
ン
ク

を
活
用
し
た
担
い
手
へ
の
集
積
・
集
約
を

進
め
、
耕
作
放
棄
地
対
策
に
も
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
耕
作
放
棄
地
と
さ
れ
る
農
地
面
積
は
、

令
和
５
年
度
末
現
在
で
79
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
す
。
本

市
独
自
の
対
策
と
し
て
「
農
地
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事

業
」
を
実
施
し
て
お
り
、
昨
年
度
は
13
筆
、
約

２
万
６
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
耕
作
放
棄
地
を
解

消
し
ま
し
た
。
ま
た
、
農
業
委
員
及
び
農
地
最
適

化
推
進
委
員
等
で
構
成
す
る
「
鹿
沼
市
農
地
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〝
絆
〟」
が
、
耕
作
で
き
る
農
地

に
復
元
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
更

に
、
今
年
度
、
各
地
区
に
お
い
て
将
来
の
地
域
農

業
の
在
り
方
や
担
い
手
の
位
置
付
け
を
示
し
た

「
地
域
計
画
」
の
策
定
に
向
け
、
農
業
委
員
及
び

農
地
最
適
化
推
進
委
員
等
が
中
心
と
な
り
話
し

合
い
を
し
て
い
ま
す
。
策
定
に
よ
り
、
農
地
バ

ン
ク
を
活
用
し
た
担
い
手
へ
の
集
積
・
集
約
を

進
め
、
耕
作
放
棄
地
対
策
に
も
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
過
去
５
年
間
の
市
内
土
地
改
良

区
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
市
単
独
農
業
施
設
改

修
補
助
や
原
材
料
支
給
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、

過
去
に
お
い
て
は
、
令
和
元
年
東
日
本
台
風
被

害
に
対
す
る
災
害
復
旧
事
業
、
令
和
３
年
の
土

地
改
良
区
合
併
に
対
す
る
調
整
、
組
織
強
化
の

為
の
事
務
支
援
、
令
和
４
年
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
高
騰
に
対
す
る
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

鉄
道
行
政
に
つ
い
て
伺
う

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
大
東
亜
戦
争
終
戦
80
周
年
事
業
に
つ
い
て

○
宇
都
宮
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
の
特
性
に
つ
い
て

○
公
園
（
ス
ケ
ボ
ー
パ
ー
ク
と
サ
ン
ド
パ
ー
ク
と

黒
川
河
川
敷
）
に
つ
い
て

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
鹿
沼
市
公
設
地
方
卸
売
市
場
の
閉
場
に
つ
い
て

○
市
道
に
つ
い
て

農
業
振
興
に
つ
い
て
伺
う

（8）2024　232号



大貫　毅　議員

一般質問の
動画はこちら

質
　
　
問
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

豊
か
な
森
林
を
市
民
の
共
有
財
産
と
位
置
づ

け
、
保
全
・
活
用
を
図
る
た
め
の
基
本
的
な
条

例
の
制
定
の
必
要
性
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
法

的
に
も
森
林
管
理
に
関
す
る
市
町
村
の
役
割
が

拡
大
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
動
向
に
見
合
っ
た

職
員
体
制
の
充
実
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
　
　
弁
（
市
長
）��
�
�
�
�
�
�
�
�
�

木
の
ま
ち
鹿
沼
に
ふ
さ
わ
し
い
条
例
の

制
定
に
向
け
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

森
づ
く
り
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て
は
、
令

和
６
年
６
月
現
在
で
、
全
国
で
は
16
の
都
道
府

県
及
び
31
の
市
町
村
で
制
定
さ
れ
て
お
り
、
県

内
で
は
矢
板
市
が
制
定
し
て
い
ま
す
。
本
市
も
、

森
林
が
市
域
の
７
割
を
占
め
て
お
り
、
将
来
に

わ
た
り
豊
か
な
森
林
を
保
全
・
活
用
し
て
い
く

た
め
、
市
民
へ
の
啓
発
を
行
う
こ
と
は
重
要
と

認
識
し
、
木
の
ま
ち
鹿
沼
に
ふ
さ
わ
し
い
条
例

の
制
定
に
向
け
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
自
治
体

に
よ
る
森
林
経
営
管
理
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、

特
に
本
市
の
よ
う
に
森
林
面
積
の
多
い
自
治
体

に
お
い
て
は
、
事
務
負
担
が
増
大
し
て
い
ま
す
。

ま
た
保
安
林
や
林
地
開
発
の
許
認
可
事
務
が
県

か
ら
移
譲
さ
れ
、
よ
り
高
い
専
門
性
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
本
市
は
県
内
で
唯
一
、
林
業
行

政
を
専
門
で
担
う
林
政
課
を
置
き
、
業
務
に
臨

ん
で
い
ま
す
。
今
後
、
林
業
行
政
を
取
り
巻
く

情
勢
の
変
化
に
注
視
し
な
が
ら
、
技
術
職
や
林

政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
更
な
る
配
置
を
含
め
、
必

要
に
応
じ
て
適
切
な
人
員
配
置
の
検
討
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
主
権
者
教
育
に
つ
い
て

○
障
が
い
者
施
策
に
つ
い
て

○
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

森
づ
く
り
基
本
条
例（
仮
称
）の
制
定
に
つ
い
て
伺
う

令和６年第３回
９月定例会の結果

　人事案件が議決されました

鹿沼市教育委員会委員　※敬称略
（議案第75〜76号）

倉　松　俊　弘　（くらまつ　としひろ・石橋町）

伊矢野　洋　一　（いやの　よういち・中田町）

鹿沼市監査委員　（議案第78号）

　▶︎用語解説 「教育委員会」

　▶︎用語解説 「監査委員」

　教育においては政治的中立性と安定性の確保が強く要求さ
れるため、地方公共団体の長から独立した執行機関として教
育委員会が設置され、教育についての方針や施策は教育委員
会の合議で決定される。委員は、人格が高潔で教育・学術及
び文化に関し識見を有する者のうちから議会の同意を得て市
長が任命する。

　監査委員は、地方公共団体の執行機関のひとつで、地方公
共団体の予算の執行や財産の管理、地方公営企業の経営のほ
か、一般行政事務について、公正で効率的な運営が確保され
ているかどうか検査を行う。委員は市長が議会の同意を得て、
人格が高潔で、地方公共団体の財産管理、事業の経営管理そ
の他行政運営に関し優れた識見を有する者及び議員から選任
する。

　議員選出の監査委員に津久井健吉議員を選出すること
に同意しました。

津久井　健吉　議員

（9） 2024　232号



「全会一致（出席議員全員が賛成）」以外の議案等における、各議員の賛否は以下のとおりです。
議員数24名、議長は表決には加わりません。賛成：○、反対：●、棄権：棄、不参加：不、除斥：除、欠席：欠

※その他の認定7件、議案14件、議員案4件は全会一致で可決されました。

認定7件、市長提出議案16件、議員案4件が提出されました。また、陳情4件を審査しました。

議員の賛否を公表
令和 6年第 3回定例会

議案等一覧

件名番号
採
決
結
果

栃木県後期高齢者医療広域連合規約
の変更について

議案
70号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○可

決

鹿沼市国民健康保険条例の一部改正
について

議案
73号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○可

決

ゴミステーションの利用に関します条
例の制定について

陳情
7号 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 　 ● ○ ● ● ● ●

不
採
択

鹿沼市公設地方卸売市場の閉場時期
の見直しについて

陳情
8号 ○ ○ ● ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ● ● 　 ○ 不 ○ ○ ○ ●採

択

再審法改正を求める意見書を政府等
に提出することを求める件

陳情
9号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 棄 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○採

択

スケートパークの設置を求める陳情
（を継続審査とすること）

陳情
10号 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ 　 ○ ● ○ ○ ○ ●
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議案第70号、議案第73号、陳情第8号において討論が行われました。各討論の
概要は以下のとおりです。

※議案第63号と議案第77号における鹿沼市一般会計補正予算の号数について
　議案第77号は、8月26日大雨被害の復旧に要する費用等を計上するものとして、9月13日に追加議案として提出さ
れ、緊急を要するため同日採決が行われ、可決されました。議案第63号が先に提出されましたが、議案第77号が先に可
決されたため、補正予算の号数が可決順に整理されています。

議案等に対する討論

　（11 ページに続きます。）

令
和
5
年
度
決
算

認定３　令和５年度鹿沼市一般会計歳入歳出決算の認
定について

　令和 5 年度一般会計予算は、当初以来 13 次にわ
たる補正を行った結果、予算総額は 492 億 3,756 万
6,985 円となり、これに対して決算額は、歳入におい
て 475 億 3,126 万 8,941 円、歳出において 458 億
5,129 万 8,858 円、歳入歳出差引額 16 億 7,997 万
83 円であり、実質収支において 13 億 5,659 万 1,466
円の黒字決算となったものです。
　なお、歳入歳出差引額と実質収支の差額は、継続
費及び繰越明許費による翌年度へ繰り越すべき財源 3
億 2,337 万 8,617 円です。

認定４　令和５年度鹿沼市国民健康保険特別会計歳入
歳出決算の認定について

認定５　令和５年度鹿沼市公設地方卸売市場事業費特
別会計歳入歳出決算の認定について

認定６　令和５年度鹿沼市介護保険特別会計歳入歳出
決算の認定について

認定７　令和５年度鹿沼市後期高齢者医療特別会計歳
入歳出決算の認定について

認定８　令和５年度鹿沼市粕尾財産区特別会計歳入歳
出決算の認定について

令
和
5
年
度
決
算

認定９　令和５年度鹿沼市清洲財産区特別会計歳入歳
出決算の認定について

　認定 4 〜 9 の各特別会計については、実質収支に
おいて黒字決算となりました。

令
和
6
年
度
補
正
予
算

議案63　令和６年度鹿沼市一般会計補正予算（第４
号）について

　歳入については、国県支出金、繰越金等の増減額
を計上し、歳出については、児童福祉総務事務費、
予防接種費、道路維持管理費等の増減額を計上した
もので、この補正額を 8 億 9,444 万円の増とし、予
算総額を 430 億 967 万 5,000 円とするものです。

議案64　令和６年度鹿沼市国民健康保険特別会計補
正予算（第１号）について

　補正額を 4 億 2,838 万 3,000 円の増とし、予算総
額を 100 億 3,438 万 3,000 円とするものです。

議案65　令和６年度鹿沼市公設地方卸売市場事業費
特別会計補正予算（第１号）について

　歳入予算の更正として、繰越金の増額を計上し、
繰入金の減額を計上するものです。

議案66　令和６年度鹿沼市介護保険特別会計補正予
算（第１号）について

　補正額を 2 億 5,992 万 6,000 円の増とし、予算総
額を 88 億 1,392 万 6,000 円とするものです。
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「全会一致（出席議員全員が賛成）」以外の議案等における、各議員の賛否は以下のとおりです。
議員数24名、議長は表決には加わりません。賛成：○、反対：●、棄権：棄、不参加：不、除斥：除、欠席：欠

※その他の認定7件、議案14件、議員案4件は全会一致で可決されました。

認定7件、市長提出議案16件、議員案4件が提出されました。また、陳情4件を審査しました。

議員の賛否を公表
令和 6年第 3回定例会

議案等一覧

件名番号
採
決
結
果

栃木県後期高齢者医療広域連合規約
の変更について

議案
70号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○可

決

鹿沼市国民健康保険条例の一部改正
について

議案
73号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○可

決

ゴミステーションの利用に関します条
例の制定について

陳情
7号 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 　 ● ○ ● ● ● ●

不
採
択

鹿沼市公設地方卸売市場の閉場時期
の見直しについて

陳情
8号 ○ ○ ● ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ● ● 　 ○ 不 ○ ○ ○ ●採

択

再審法改正を求める意見書を政府等
に提出することを求める件

陳情
9号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 棄 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○採

択

スケートパークの設置を求める陳情
（を継続審査とすること）

陳情
10号 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ 　 ○ ● ○ ○ ○ ●
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議案第70号、議案第73号、陳情第8号において討論が行われました。各討論の
概要は以下のとおりです。

※議案第63号と議案第77号における鹿沼市一般会計補正予算の号数について
　議案第77号は、8月26日大雨被害の復旧に要する費用等を計上するものとして、9月13日に追加議案として提出さ
れ、緊急を要するため同日採決が行われ、可決されました。議案第63号が先に提出されましたが、議案第77号が先に可
決されたため、補正予算の号数が可決順に整理されています。

議案等に対する討論

　（12 ページに続きます。）

（10ページ 議案等一覧の続き）

令
和
6
年
度
補
正
予
算

議案67　令和６年度鹿沼市後期高齢者医療特別会計
補正予算（第１号）について

　補正額を 1,570 万 1,000 円の増とし、予算総額を
14 億 270 万 1,000 円とするものです。

議案68　令和６年度鹿沼市粕尾財産区特別会計補正
予算（第１号）について

　歳入予算の更正として、繰越金の増額を計上し、
繰入金の減額を計上するものです。

議案69　令和６年度鹿沼市清洲財産区特別会計補正
予算（第１号）について

　歳入予算の更正として、繰越金の増額を計上し、
繰入金の減額を計上するものです。

そ
の
他

議案70　栃木県後期高齢者医療広域連合規約の変更
について

　高齢者の医療の確保に関する法律の一部改正によ
り、令和 6 年 12 月 2 日から後期高齢者医療におけ
る従来の被保険者証の発行が廃止されることに伴い、
栃木県後期高齢者医療広域連合規約の一部を変更す
ることについて、関係地方公共団体と協議するため
のものです。

契
約

議案71　工事請負契約の変更について
　令和 5 年 8 月 7 日議案第 82 号として議決を得た
鹿沼市一般廃棄物最終処分場第 2 期埋立地整備工事
について、その後一部設計変更により、4 億 1,657 万
円となるので、契約の金額を変更するためのものです。

議案72　工事請負契約の変更について
　令和 5 年 12 月 21 日議案第 118 号として議決を
得た令和 5 年度鹿沼運動公園陸上競技場トラック改
修工事について、その後一部設計変更により、3 億
2,244 万 3,000 円となるので、契約の金額を変更す
るためのものです。

条
例

議案73　鹿沼市国民健康保険条例の一部改正について
　国民健康保険法の一部改正により、令和 6 年 12 月
2 日から国民健康保険における従来の被保険者証の発
行が廃止されることに伴い、引用する同法の条項及
び用語を整理するためのものです。

議案74　鹿沼市災害弔慰金の支給等に関する条例の
一部改正について

　災害弔慰金等の支給における適切な審査に資する
ため、鹿沼市災害弔慰金等支給審査委員会を設置す
るためのものです。

人
事

議案75〜76　鹿沼市教育委員会委員の任命について
（議案75〜76については、9ページをご覧ください。）

令
和
6
年
度
補
正
予
算

議案77　令和６年度鹿沼市一般会計補正予算（第３
号）について

　歳入については、繰入金及び市債の増額を計上し、
歳出については、林業施設災害復旧事業費、河川災害
復旧事業費、都市計画施設災害復旧事業費等の増額を
計上したもので、この補正額を1億3,500万円の増とし、
予算総額を 431 億 4,467 万 5,000 円とするものです。

人
事

議案78　鹿沼市監査委員の選任について
（議案 78 については、9 ページをご覧ください。）

議
員
案

議員案５　決算特別委員会の設置について
　特別委員会を設置するためのものです。

議員案６　各常任委員会への特定調査事件付託について
　議会から 3 つの常任委員会に対し、特定調査事件
について閉会中の調査を付託するためのものです。

議員案７　議会運営委員会への調査事件付託について
　議会から議会運営委員会に対し、特定調査事件に
ついて閉会中の調査を付託するためのものです。

議員案８　再審法改正を求める意見書の提出について
　地方自治法第 99 条の規定に基づき、意見書を提出
するためのものです。

陳
情

陳情７　ゴミステーションの利用に関します条例の制
定について

　処分費用の掛かる電化製品等リサイクル製品のゴ
ミステーションへの投棄を不法投棄の一部と判断し、
条例を制定するよう求めるものです。

陳情８　鹿沼市公設地方卸売市場の閉場時期の見直し
について

　令和 9 年度までに閉場することが決定している鹿
沼市公設地方卸売市場について、市の商業や経済、
近隣住民への影響が大きいため、閉場時期の見直し
を求めるものです。

陳情９　再審法改正を求める意見書を政府等に提出す
ることを求める件

　意見書を提出することを求めるものです。

陳情10　スケートパークの設置を求める陳情
　子供から大人まで自由にのびのびと練習できるス
ケートパークを設置すること等を求めるものです。

●議案第70号　栃木県後期高齢者医療広域連合規約の変更について
　 反対討論 　阿部秀実　議員

　厚生労働省は 8 月に現行の健康保険証廃止に関する意見公募に対し、約 5 万 3,000 件の意見が集まったことを公表。そ
の多くがマイナカードへの懸念を訴える意見。マイナカードを持っていない人が公的医療保険の診療を受けられなくなるこ
との不安視や、別人情報のひも付け誤りなどによる個人情報流出を心配したりする声だった。生活に大きな影響を及ぼす制
度変更は丁寧に進めるべきであり、規約を改正して、紙の保険証廃止が前提の改正案に反対する。
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（議会ホームページ）

常任委員会の調査結果を報告しました。

本会議の様子を動画配信しています

請願・陳情はこんな方法で

　請願・陳情とは、市政全般について議会に善処を要望
することです。議員の紹介があるものを請願、ないもの
を陳情と言います。
　請願・陳情は、議会において採択の可否を審査します。
ただし、陳情は、その内容等によっては請願に準ずる審
査等をしない場合があります。
　請願・陳情に関することは、議会事務局（電話63－2203）
までお問い合わせください。

　本会議の様子は、鹿沼ケーブルテレビで生中継及び録
画放送をしているほか、YouTube（ユーチューブ）で動
画配信もしていますので、ぜひご覧ください。

［請願・陳情の提出要領］
A4 判、署名または記名押印して提出してください。
※注意事項
①鹿沼市の権限内の事務に限ります。
②要旨や理由は簡潔に記入してください。
③道路・水路等は地図または略図を添付してください。

（11ページ　討論の続き）

●議案第73号　鹿沼市国民健康保険条例の一部改正について
　 反対討論 　阿部秀実　議員

　議案は、紙の保険証廃止が前提の条例改正案。現行の健康保険証の交付を継続し、マイナ保険証と現行の健康保険証の
両立を求める立場として、議案に反対する。紙の保険証廃止期限まで 2 か月となるが、マイナンバーカードの保有率は約
70％、マイナ保険証の利用率は約 15％程度にとどまる。使い慣れた現行保険証に市民は何の不便、不満を感じていません。
短期間での廃止は無理があり乱暴だと言える。生活に大きな影響を及ぼす制度変更は丁寧に進めるべき。

●陳情第８号　鹿沼市公設地方卸売市場の閉場時期の見直しについて
　 反対討論 　大島久幸　議員

　　陳情人の意図するところは、現在の公設卸売市場を少しでも延命してほしいものでありますが、昨年のアンケート調査
でも年間取扱高の減少、出荷者・買受人ともに高齢化が進み、今後利用促進が図られるとは考えられません。
　現在の公設卸売市場は築後約 50 年がたち施設の老朽化が著しく改修には相当の費用を要します。
　陳情人の意図を汲むなら市場としての機能を他の場所で引き継ぐことで叶えられ、他の公共施設に併設するとか農業協同
組合の直売所を拡張するなどの方策をとることにより実現できると考えられ、閉場時期の見直しに反対します。

　 賛成討論 　仲田知史　議員
　以下 3 つの点から賛成と致します。
①運営協議会を軽視した経緯
　建直しの為の経営戦略が協議会に示されたが、総務省からの指示で作成されたもので以前から閉場の方向性であったとの
回答。何の為の協議会なのか疑問。
②議会軽視と感じる経緯
　閉場答申から新聞発表までの間、令和 4 年 12 月議会があるが議案として出ず、閉場は通知文として周知されている。議
決を経ていない。
③閉場後の方針を示さず、議論もされていない
　閉場が市内経済や給食に与える影響や、今後の具体的活用の有無等が示されず議論が不足している。
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（議会ホームページ）

常任委員会の調査結果を報告しました。

本会議の様子を動画配信しています

請願・陳情はこんな方法で

　請願・陳情とは、市政全般について議会に善処を要望
することです。議員の紹介があるものを請願、ないもの
を陳情と言います。
　請願・陳情は、議会において採択の可否を審査します。
ただし、陳情は、その内容等によっては請願に準ずる審
査等をしない場合があります。
　請願・陳情に関することは、議会事務局（電話63－2203）
までお問い合わせください。

　本会議の様子は、鹿沼ケーブルテレビで生中継及び録
画放送をしているほか、YouTube（ユーチューブ）で動
画配信もしていますので、ぜひご覧ください。

［請願・陳情の提出要領］
A4 判、署名または記名押印して提出してください。
※注意事項
①鹿沼市の権限内の事務に限ります。
②要旨や理由は簡潔に記入してください。
③道路・水路等は地図または略図を添付してください。

　３つの常任委員会がそれぞれ独自に調査テーマを掲げ、関係機関や市執行部等からの意見聴取、討議研究を重ねてきま
した。このたび調査結果がまとまったことから、各委員長から議長へ報告するとともに、報告書を市執行部へ提出しました。
各常任委員会の調査報告のうち、まとめや提言部分の概要をお知らせいたします。

総務常任委員会

継続調査テーマ　：　投票率向上に向けた取り組みについて

●共通投票所の設置については、期日前と当日実施することで相応の効果が
あるため、事業経費や設置場所を精査したうえで導入すること。

●移動期日前投票所の実施については、高齢者層へ一定の効果があるため
リーバス等を活用した移動支援を実施すること。

●若い世代へのアプローチとして、中学生・高校生に向けた啓発活動を引き続
き実施するとともに、ウェブサイトやSNSによる情報発信を充実化すること。

●東京都知事選挙において生じた、選挙のあり方の様々な懸案事項により、
今後、選挙制度の見直しが見込まれるため、法改正や社会の変化に柔軟に
対応していくこと。

教育福祉常任委員会

継続調査テーマ　：　高齢者福祉について、小中学生の学力向上について

●高齢者の健康寿命増進に取り組む部署の強化
●高齢者の健康増進に資する各種施策の整理統合と周知と参加を促す仕組み

の充実
●小中学生への学習支援事業の充実
●子育て世帯への経済的支援の更なる充実により、小中学生が安心して学習

に取り組める家庭及び地域環境の涵養

産業建設常任委員会

継続調査テーマ　：　廃棄物の減量及び適正処理について、魅力ある公園の整備について

●堆肥化センター建屋の建て替えや機械の更新を行うこと。
●堆肥製造方法を検討し、革新的に変えること。
●使い捨てコンタクトレンズ空ケースや使用済みインクカートリッジの回収

ボックスを設置し、回収しやすい環境づくりをすることで、プラスチック
ごみ削減に取り組むこと。

●ごみ削減について、毎年重点的に取り組むテーマを変えながら、市民の意
識に訴えるという方法により効果を上げること。

●地域住民や各種団体とアダプト制度により管理業務の協定を結ぶ事によって、
少しでも行政負担を少なくし、公園の適正管理を進めるため、執行部と共
にアダプト制度による管理業務の協定を結ぶ事業の調査研究を進めること。

●「花博」のような全国規模のイベントを誘致し、大規模公園として整備する手法を模索できないか、また、花木セ
ンターの「道の駅」化の計画に合わせ、茂呂山と有機的につなげた公園整備や市有地と黒川河川敷を有機的につな
げた公園整備等、ひと工夫した公園整備を行うこと。

●今後の市民のストリートスポーツ・アーバンスポーツを楽しむ状況を調査し、既設の公園に体育(スポーツ)施設を
併設するなどの前向きな検討をすること。

●既存の施設のますますの利用促進にとどまらず、さらに前に進める事業としてPark−PFI方式の活用の研究をすること。
●既存の公園のリニューアルや修繕の際に防災倉庫・非常用トイレ・かまどスツールの整備などを行うこと。
●公園内のクマや猿・イノシシなどの有害野生鳥獣の出現等について、利用者に対する安全対策にも力を入れること。
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意見書を提出しました。

常任委員会の継続調査項目について

委員会の構成について

　３つの常任委員会がそれぞれ独自に調査テーマを掲げ、議会閉会中も含め調査活動を行っていくため、特定調査事件の
付託を議決しました。

●議員案第6号　各常任委員会への特定調査事件付託について

　9月30日の本会議最終日に、議会運営委員会及び各常任委員会の委員を選任
しました。（※敬称略）

総 務 常 任 委 員 会

委　員
鹿妻　武洋
橋本　　修
梶原　　隆
大貫　桂一
舘野　裕昭
大貫　　毅
津久井健吉
小島　　実
増渕　靖弘
大島　久幸

委員長
横尾　武男

副委員長
佐藤　　誠

議 会 運 営 委 員 会

委　員
鹿妻　武洋
仲田　知史
早川　勝弘
石川さやか
大貫　　毅
大島　久幸

委員長
増渕　靖弘

副委員長
橋本　　修

総 務 常 任 委 員 会

委　員
橋本　勝浩
舩生　雅秀
梶原　　隆
佐藤　　誠
舘野　裕昭
谷中　恵子

委員長
藤田　義昭

副委員長
宇賀神　敏

教育福祉常任委員会

委　員
駒場　久和
阿部　秀実
津久井健吉
小島　　実
横尾　武男
関口　正一

委員長
大貫　桂一

副委員長
鈴木　　毅

産業建設常任委員会

○公共施設（校舎等）の再利用について
○公共交通不便地における持続可能な交通対策について
○RPA等を活用した窓口業務改善事業について

教育福祉常任委員会 ○子育て教育の環境整備について

産業建設常任委員会 ○駅前の活性化と道の駅事業を通してのまちづくりについて
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意見書を提出しました。

常任委員会の継続調査項目について

委員会の構成について

　３つの常任委員会がそれぞれ独自に調査テーマを掲げ、議会閉会中も含め調査活動を行っていくため、特定調査事件の
付託を議決しました。

●議員案第6号　各常任委員会への特定調査事件付託について

　9月30日の本会議最終日に、議会運営委員会及び各常任委員会の委員を選任
しました。（※敬称略）

総 務 常 任 委 員 会

委　員
鹿妻　武洋
橋本　　修
梶原　　隆
大貫　桂一
舘野　裕昭
大貫　　毅
津久井健吉
小島　　実
増渕　靖弘
大島　久幸

委員長
横尾　武男

副委員長
佐藤　　誠

議 会 運 営 委 員 会

委　員
鹿妻　武洋
仲田　知史
早川　勝弘
石川さやか
大貫　　毅
大島　久幸

委員長
増渕　靖弘

副委員長
橋本　　修

総 務 常 任 委 員 会

委　員
橋本　勝浩
舩生　雅秀
梶原　　隆
佐藤　　誠
舘野　裕昭
谷中　恵子

委員長
藤田　義昭

副委員長
宇賀神　敏

教育福祉常任委員会

委　員
駒場　久和
阿部　秀実
津久井健吉
小島　　実
横尾　武男
関口　正一

委員長
大貫　桂一

副委員長
鈴木　　毅

産業建設常任委員会

○公共施設（校舎等）の再利用について
○公共交通不便地における持続可能な交通対策について
○RPA等を活用した窓口業務改善事業について

教育福祉常任委員会 ○子育て教育の環境整備について

産業建設常任委員会 ○駅前の活性化と道の駅事業を通してのまちづくりについて

　内閣総理大臣あてに意見書を提出しました。
●議員案第 8 号　再審法改正を求める意見書の提出について

再審法改正を求める意見書

　えん罪は、国家による最大の人権侵害の一つである。えん罪被害者の
人権救済は、人権国家を標ぼうするわが国にとってはもちろん、地域住
民の人権を護る義務を有する地方自治体にとっても重要な課題といえる。
　ところで、えん罪被害者を救済するための制度としては「再審」がある。
しかし、その手続を定めた法律（刑事訴訟法第四編「再審」）には、再審
請求手続の審理のあり方に関する規定がほとんどなく、裁判所の広範な
裁量に委ねられている。このように、いわば、「再審のルール」が存在し
ない状態となっているため、再審請求手続の審理の進め方は、事件を担
当する裁判官によって区々となっており、再審請求手続の審理の適正さ
が制度的に担保されず、公平性も損なわれている。
　その中でも、とりわけ再審における証拠開示の問題は重要である。過
去の多くのえん罪事件では、警察や検察庁といった捜査機関の手元にあ
る証拠が再審段階で明らかになって、それがえん罪被害者を救済するた
めの大きな原動力となっている。
　したがって、えん罪被害者を救済するためには、捜査機関の手元にあ
る証拠を利用できるよう、これを開示させる仕組みが必要であるが、現
行法にはそのことを定めた明文の規定が存在せず、再審請求手続におい
て証拠開示がなされる制度的保障はない。
　そのため、裁判官や検察官の対応いかんで、証拠開示の範囲に大きな
差が生じているのが実情であって、このような格差を是正するためには、
証拠開示のルールを定めた法律の制定が不可欠である。
　しかも、再審開始決定がなされても、検察官がこれに不服申立てを行
う事例が相次いでおり、えん罪被害者の速やかな救済が妨げられてい
る。しかし、再審開始決定は、裁判をやり直すことを決定するにとどまり、
有罪・無罪の判断は再審公判において行うことが予定されており、そこ
では検察官にも有罪立証をする機会が与えられている。
　したがって、再審開始決定がなされたのであれば、速やかに再審公判
に移行すべきであって、再審開始決定という、いわば中間的な判断に対
して検察官の不服申立てを認めるべきではない。
　よって、えん罪被害者を一刻も早く救済するために、再審法を速やか
に改正すべきである。

（15） 2024　232号



２０
24　

232号
　
11月

25日
号
　
編
集・発

行
　
鹿
沼
市
議
会
　
広
報
広
聴
委
員
会
　
〒３２２

-８６０１
　
鹿
沼
市
今
宮
町
１６８８

-１
　
TEL０２８９

-６３
-２２０

3　
FAX０２８９

-６３
-２２５０

「
鹿
沼
市
議
会
だ
よ
り
 　
　
　
　
　
」

議会からの お 知 ら せ

NEWS & INFORMATION

議会の詳しい情報は、鹿沼市議会のホームページをご覧ください。

議会に関することは何でもお気軽にご意見をお寄せください。 gikai-jimu@city.kanuma.lg.jp

検 索鹿沼市議会 議会だよりは、デイジー版（音訳CD）及び点訳版も作成しています。
送付をご希望の方は、議会事務局までご連絡ください。
（電話　63－2203）

ごみ処理の現状について勉強会を開催しました

議会報告会・意見交換会を開催しました

題字の揮ごうについて定例会の日程

◆題字書写リレー!!◆
　今号は鹿沼南高等学校の並木優佳さんが揮ごうしました

9月定例会の結果

12月

6月
9月 3月今

回

の
定例会の内容

は
常任委員会の
　　調査結果を報告しました!
常任委員会の
　　調査結果を報告しました!

トピック

2024
232号

11月25日発行

　令和６年７月に「ゴミステーションの利用に関します条例の制定につい
て」の陳情書が市議会に提出され、令和６年第２回定例会本会議において
継続審査となりました。そのことを踏まえ、令和６年７月31日(水)、鹿
沼市役所において、ごみ処理の現状について理解を深めるため、勉強会を
開催しました。
　上記陳情については、令和６年第３回定例会本会議において、採決の結
果、賛成少数により不採択となりました。

　11月５日から11月22日にかけて、市内各地区にて議会報告会及び意見
交換会を、また市内各高校にて高校生との意見交換会を開催しました。
　意見交換会では、市民の皆様や高校生から貴重なご意見をたくさんいた
だくことができました。
　詳しい内容は、次号の「あなたと議会」でご紹介いたします。

　今号は、鹿沼南高等学校２年生の並木
優佳さんに揮ごうして頂きました。

タイトル：『夕焼けのコスモス』　撮影者：寄川　勝美　様　撮影場所：鹿沼市磯町

　私が一番意識したところは字の大き
さです。
　このような小さい文字を書いたこと
がなかったので苦戦しました。
　書いた感想としては、初めてこのよ
うなものに参加したので、緊張と喜び
がすごくありました。

※なお、正式な日程は議会運営委員会で決定します。詳細は議会ホームページで
ご覧いただくか、または議会事務局までお問い合わせください。（電話63－2203）

11
20 水 議会運営委員会

17 火 総務常任委員会
18 水 教育福祉常任委員会
19 木 産業建設常任委員会

12

27 水 本会議（第1日）
提出議案の説明

12 木 本会議（第3日）
議案質疑・一般質問

11 水
議会運営委員会
本会議（第2日）
議案質疑・一般質問

13 金
本会議（第4日）
議案質疑・一般質問
議案等の委員会付託

23 月
議会運営委員会
本会議（第5日）
採決

月 日 曜 内容

令和６年第４回定例会(予定）

2
12 水 議会運営委員会

11 火 総務常任委員会
12 水 教育福祉常任委員会
13 木 産業建設常任委員会

19 水 本会議（第1日）
提出議案の説明

6 木 本会議（第3日）
議案質疑・一般質問

3

5 水
議会運営委員会
本会議（第2日）
議案質疑・一般質問

7 金
本会議（第4日）
議案質疑・一般質問
議案等の委員会付託

17 月
議会運営委員会
本会議（第5日）
採決

月 日 曜 内容

令和７年第１回定例会(予定）


